
農林水産部指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会審査報告書 

（鳥取県立とっとり花回廊） 

 

 農林水産部指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会（以下「審査・運営評価委員会」とい

う。）として、次のとおり鳥取県立とっとり花回廊（以下「とっとり花回廊」という。）の指定管理候

補者を鳥取県公の施設における指定管理者の指定手続等に関する条例（以下「指定手続条例」という。）

第５条の基準に基づいて審査・選定した。 

 

１ 指定管理候補者 

一般財団法人鳥取県観光事業団（鳥取市相生町四丁目４１１番地） 理事長 安田 達昭  

  

２ 指定期間  令和３年４月１日から令和６年３月３１日まで（３年間） 

 

３ 指定管理料の額 

１，１７６，９４８千円（公募上限額 1,219,638 千円(406,546 千円×３年)） 

 

４ 選定理由 

とっとり花回廊の指定管理者の指定に当たっては、２団体から応募があり、審査委員会において指

定手続条例第５条の基準に基づき総合的に審査した結果、サービス向上、利用促進、観光振興及び県内

花き振興への取組、施設設備の維持管理など種々の点で努力や、積極的な工夫が図られるとともに、これまで

の実績や経営基盤の安定性も認められることから、上記の団体を指定管理候補者として適当であると認め

た。 

 

５ 公募の経緯 

（１）募集期間 

令和２年１０月５日から同年１１月４日まで（現地説明会１０月２３日） 

 

（２）応募者（受付順） 

応  募  者 所  在  地 代  表  者 

とっとり花回廊活性化共同企業体 

（代表法人） 

 株式会社イズミテクノ 

（構成団体） 

 日本ユニシス株式会社中国支店 

 JR 西日本コミュニケーションズ 

 山陰支店 

 

広島市西区商工センター2-3-1 

 

広島市中区大手町 2-7-10 

米子市道笑町 2-252 

 

代表取締役 徳田 隆 

 

支店長 澤本 健志 

支店長 陶山 正明 

一般財団法人鳥取県観光事業団 鳥取市相生町四丁目 411番地 理事長 安田 達昭 

 

６ 審査委員会の選定経緯 

（１）審査委員 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

名  前 所属・役職等 
遠藤 達也（委員長） 鳥取県苗物・鉢物研究会会長 
若松 信宏（副委員長） 西日本税理士法人 税理士 
山崎 裕美子 皆生菊乃家 若女将 
桐原 真希 とっとり・なんぶ手自然ネットワーク会長（自然観察指導員） 

とっとり花回廊友の会会員 
岡垣 敏生 鳥取県農林水産部農業振興戦略監 



（２）開催経緯 

ア 第１回審査委員会：令和２年８月２５日 

     とっとり花回廊の概要及び指定管理者制度の説明、募集要項・審査項目等の審議 

   イ 第２回審査委員会：令和２年１１月６日 

        面接審査の実施後、採点及び採点結果の審議、指定管理候補者の選定 

 

（３）選定基準 

 選 定 基 準 審 査 項 目 配点 

１ 施設の平等な利用を確保するの

に十分なものであること。 

（指定手続条例第５条第１号） 

・管理の基本的な考え方の適合性 

  施設設置目的の理解、指定管理者を希望する理由 

  管理運営の方針 

※平等な利用が確保できないと認められる場合は失格 

必須 

２ 施設の効用を最大限に発揮させ

るものであること。 

（指定手続条例第５条第２号） 

・施設の設置目的に沿ったサービス・事業の内容 

（観光振興への取組、花き振興への取組、サービス向

上策、利用促進策等） 

・管理の基準 

開園時間、休園日、利用料金等の設定、交流・学習

活動への取組、個人情報保護、情報の公開 

・植栽の企画、展示、管理の水準 

 （植栽計画、管理計画、県内花き園芸の振興の取組） 

・施設設備の維持及び衛生管理の水準 

・事故･事件の防止措置､緊急時の対応 

・利用者等の要望の把握 

５０ 

３ 管理に係る経費の効率化が図ら

れるものであること。 

（指定手続条例第５条第２号） 

・収支計画及び見積内容 

・県の委託料額の多寡 

１５ 

４ 管理を安定して行うために必要

な人員及び財政的基礎を有して

おり、又は確保できる見込みがあ

ること。 

（指定手続条例第５条第３号） 

・法人等の財政基盤、経営基盤 

・組織及び職員の配置等 

・現在の施設職員の継続雇用に関する方針 

・関係法令に係る監督行政機関からの指導等の状況 

・法人等の社会的責任の遂行状況 

  障がい者雇用 

  男女共同参画推進企業等の認定等 

  ISO14001・TEASⅠ種規格等の認証等 

  あいサポート企業等の認定等 

・当該施設の管理運営状況の実績評価 

 ※申請者が現在の指定管理者の場合のみの審査項目 

３５ 

 
（４）審査結果（面接審査及び書類審査）     ※点数は審査会出席委員５名の平均 

 配 点 とっとり花回廊活性化共同企業体 

Ａ社 
(一財)鳥取県観光事業団 

Ｂ社 

選定基準１ 適／不適 適 適 
選定基準２ ５０ ３６．３ ３７．８ 
選定基準３ １５ １１．４ １１．４ 
選定基準４ ３５ ２１．９ ２４．３ 
合 計 １００    ６９．６ ７３．５ 
提案された指定管理料 1,205,000千円 1,176,948千円 

   ※Ａ社に点数が高かった審査員は２名、Ｂ社に点数が高かった審査員は３名と評価が二分

された結果となった。 
 
 



主な審査項目に対する委員からの主な意見等 

○選定基準１【施設の平等な利用を確保するのに十分なものであること】 

・Ａ、Ｂ社とも施設の平等な利用を確保できるものと評価された。 

○選定基準２【施設の効用を最大限に発揮させるものであること】 

・Ａ社は、花のテーマパークとして、コンセプトとアピールが見えず、鍵となる花き園芸部門の具体的な新し

い提案がなかった。花き園芸の振興に不安がある。 

・Ａ社は、グループ会社の集客力の強さを感じた。 

・Ｂ社は、長年の管理・運営の実績により安定した運営が期待できるが、集客施策がもっと必要。 

・Ｂ社は、ＳＮＳ、動画配信、花のスイーツなど新しい企画に期待が持てる。 

・Ｂ社は、園内の生物多様性の特性を活かした方向性に共感出来る。 

○選定基準３【管理に係る経費の効率化が図られるものであること】 

・指定管理料の多寡については積算額が低かったＢ社が高い評価となったが、新型コロナウイルス感染症によ

る集客への影響等も考慮して経費を積算しているＡ社の評価も高く、両社遜色ないものと評価された。 

○選定基準４【管理を安定して行うために必要な人員及び財政的基礎を有しており、又は確保で

きる見込みがあること】 

・両社とも人員及び財政的基盤について、花回廊の管理運営には問題ないという評価であった。特に、Ａ社は

グループ会社として強固な財政基盤を高く評価された。 

・Ａ社は、法人等の社会的責任の遂行状況において、男女共同参画推進企業、ＩＳＯ、ＴＥＡＳの環境配慮の

認証登録企業、あいサポート団体のいずれも認証取得しておらず低い評価となった。 

 

７ 指定管理候補者の事業計画の概要 

  ［管理運営の方針］  

とっとり花回廊のミッションである「県民憩いの場の提供」、「観光振興」、「鳥取県の花き振

興」に引き続き取り組み、来園者に安定したサービスと新しい魅力を提供していく。 

 新型コロナウイルス感染症の影響下、安心・安全を確保しながら、年間入園者数３５万人を目標

に、魅力的なコンテンツの提供、効果的な広報・営業の実施、サービスの充実を常に追い求めて運

営を進めていく。 

 ○「強みをより強くする」コンテンツづくり 

  園内の景観のブラッシュアップにより、来園者の「驚き」や「感動」を呼び起こす 

 ○「見る＋α」の提供 

  「知る」、「食べる」、「作る」、「健康づくり」等のプラスαの魅力を作る 

 ○若い世代へのファン拡大 

  子育て世代、若者層が来たくなる新しいゾーン造成やメディアを使ったプロモーション 

 ○デジタルとアナログの融合によるサービス向上 

  手軽なサービスのデジタル化の充実、対面でのサービスも重視 

 ○地域に根ざした園運営 

  周辺地域との共同イベントや、地元の祭りの受け入れなど「地域活性化」などに寄与 

 

（１）開園時間・休園日 

  ○４月～１１月    午前９時から午後５時まで 
○１２月～３月    午前９時から午後４時３０分まで 
○ムーンライトフラワーガーデン開催日       午前９時から午後９時まで 
○フラワーイルミネーション開催日  １１月    午前９時から午後９時まで 
       〃         １２月・１月 午後１時から午後９時まで 

  ○休園日 
    １２月から３月の毎週火曜日（その日が祝日の場合は翌日）及び１２月２９日から１月１日までを休園

日とするが、一部の休園日を夏期に振り替える。令和４年度以降は毎年の事業計画書で定める。 
 
 



（２）利用料金 

  現行の料金水準を継続しつつ、近年の気象条件の変化や季節毎の展示内容を考慮して月ごとの料金を細分化。 

  ○入園料                                   （単位：円） 

区 分 

一般人等 小・中学生 小学生未満 

・4～6月 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

(11～1月) 

・7～11月 

・3月 

・12～2月 

・ﾑｰﾝﾗｲﾄﾌﾗﾜ

ｰｶﾞｰﾃﾞﾝ 

・4～6月 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

(11～1月) 

・7～11月 

・3月 

・12～2月 

・ﾑｰﾝﾗｲﾄﾌﾗﾜｰ

ｶﾞｰﾃﾞﾝ 

年間 

個人 1,000 800 500 500 400 250 無料 

団

体 

10人以上 900 720 450 450 360 220 無料 

20人以上 800 640 400 400 320 200 無料 

学校行事 500 400 250 250 200 120 無料 

○友の会（有効期間１年間）※令和３年度は大人の年会費を割引（各区分で５００円） 

大人（高校生以上） 新規会員：３,５００円／人 継続会員：３,０００円／人 

小人（小・中学生） 新規会員：２,０００円／人 継続会員：１,５００円／人 

○現行の減免事項を継続（身体障がい者、要介護者、校外学習利用者、外国人観光客等への減免等） 

 

（３）県内花き園芸の振興への寄与 

  ○花壇植栽苗の９５％以上は県内産を使用 

  ○季節毎に県産切り花の企画展示 

○県内花壇苗及び花き生産品目のＰＲや園芸ショップでの販売 

  ○生産者の研修の場として新品目・新品種を展示 

  ○花の楽しみ方や栽培方法などの学習機会の提供 

 

（４）観光振興への寄与 

  ○「花の丘」の土壌改善、植栽品質向上の取組 

  ○大山の眺望の向上によるダイナミックな景観形成 

  ○入園とレストランのセットプランの販売 

  ○鳥取県産のエディブルフラワーを使用したスイーツ等のメニューづくり 

  ○日帰り圏の近隣地域をターゲットとした集客 

  ○ホームページ、ＳＮＳ、動画配信など新規メディアの活用による若年層・ファミリー層の集客増 

 

（５）利用者へのサービスの提供と促進 

  ○支払、利用手続きにおけるキャッシュレス化、デジタル化のサービス提供の拡充 

  ○園内Ｗｉ－Ｆｉの拡充による園内情報、花き情報の案内の充実 

  ○花をテーマとしたイベント、自然体験、園芸教室の充実 

○地元の園芸・文化愛好団体の展示会など地元と連携したイベントの開催 

 

（６）施設設備の維持管理 

  ○事故・事件の防止や緊急対応への組織体制整備とともにユニバーサル化などによる安全・安心の確保 

 

（７）万全な感染症対策の実施 

  ○コロナ禍の中、検温、消毒、ソーシャルディスタンスの確保、換気などの感染症対策を引き続き実施 

 

（８）その他 

  ○地域の雇用確保、障がいのある人たちの社会参加に寄与するため、地域シルバー人材センター、わかとり

作業所に作業委託 


